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－ －秋季特別展

浮世絵風景版画 歴史

【会 期】
【開館時間】

【無料開放日時】

【対 象 者】
【問 合 】

の

い わせ

浮世絵風景版画 、中国 朝鮮半島 山水画 影響
受 世紀 独自 画系 形成 。 、

江戸時代 鎖国政策 対外文化 流入
、日本独自 文化 生 。特 平

和 謳歌 元禄年間以降 江戸 、町
人文化 著 発達 、浮世絵 独創的 江戸時代固
有 文化 発達 。浮世絵 時代 流
行 早 取 入 版画 売 出 、
風景画（名所絵） 美人画 役者絵 競 非常
遅 展開 。 理由 一 西欧 風景画

当 前 透視遠近法 概念 、作品 制作
歪 構図 挙

。
風景版画 開花 始 錦絵 黄金期
天明・寛政年間（ ～ ） 人物 背

景 風景 使用 始 。美人 役
者 野外 姿 名所地 行楽 姿 背景

描 歪 景観構成 少 改
。

文化・文政年間（ ～ ） 葛飾派 歌川派
絵師 風景画 描 、文政末 葛飾北
斎 描 「冨嶽三十六景」 風景版画 大
躍進 。 作品 江戸 見 富士
山 対象 、諸国 名所地 見 富士
山 景観 描 江戸庶民 間 好評 博
、予定 図 図多 図 完結 。風景版

画 作品 契機 版元 絵師 制
作 、北斎 後継者 歌川派
広重 。広重 北斎 歳若 、独

創的 風景版画 模索 。四季、天候、時刻

加 、抒情性 新 風
景画 確立 、北斎 違 風景版画 制作 成功

。
図 葛飾北斎筆「冨嶽三十六景」 代表作「神

奈川沖浪裏」 、不安定 重 大波 間 木 葉
舞 舟 、正面 見 静穏 富士山 対照的

描 、静 動 視覚的効果 充分 考慮 作品
仕上 。 、 作品 西欧 透視図

法 用 。 構図 前景
波 遠景 富士山 合
。従来 浮絵 技法 西欧 遠近法 和洋折衷
作品 。
那珂川町馬頭広重美術館 学芸員 市川信也

～ 月 日（月祝）
午前 時 分～午後 時
（ 、入館 時 分 ）

「広重紅葉 」関連 催 、美術館 無料
開放 行 。

月 日（日・勤労感謝 日）
午前 時 分～午後 時

全来館者
栃木県那須郡那珂川町馬頭

那珂川町馬頭広重美術館
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葛飾北斎「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏」川崎・砂子 里資料館蔵の


